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６日間の授業にたく

さんのお母さんと乳幼

児に訪問して頂き、生

徒たちにとってはすば

らしい学びの機会とな

りました。

母親になった責任や

誕生した命と関わる決意を中学生に伝えてくれた

お母さんたち。また乳幼児のこどもたちが初めて出

会う中学生と共に過ごすひととき、互いに貴重な体

験となったことは言うまでもありません。

｢命の不思議や大切さ｣を知り｢出産直後の母の

優しい気持ち｣に触れ｢乳幼児との遊び」を通して

自分を振り返る。この授業を通して生徒たちの表

情は「優しい笑顔」に変わっていきました。

授業後、生徒一人一人に感想を書いてもらいま

した。その中から数人の生徒の感想をここで紹介

します。

○私はこのふれあい授業を通して、知らなかった

ことをたくさん学びました。お母さんのお話で、

子育てが大変なことを初めて感じました。しかし、

その反面｢毎日が本当に楽しくなるょ」と教えて

下さいました。 お母さんのお話を聞いているう

ちに、私も大人になったら赤ちゃんが欲しいと思

いました。教えていただいたことを忘れないよう

にしたいです。

○この授業を受ける前は、ただ赤ちゃんと出会うこ

とが楽しみだったけれど、実際にふれあったり、

お母さんの話を聞いて、出産や子育ては大変だ

と思いました。話を聞いて少し意外だったのは、

出産の痛みよりも産んだ後の方が大変だと、お

母さんが言われたことでした。あと、虐待のニュ

ースを見て、「どうしてそんなことするんだろう」と

思ったけれど、それくらい子育ては大変なもので、

誰にでもその危険性があるのだと思いました。

いろいろなお話を聞かせていただき有り難うござ

いました。とっても勉強になったし、何より楽しかったです。

関西大会で３位を受賞し、３月28日東京で開催

される『全国中学生・高校生管打楽器ソロコンテ

スト』に吹奏楽部の大上穂花さんが出場します。おめでとう。

感動的な演奏を期待しています。

２月６日に開催された｢第１７回 尼崎市小中学校 尼っ子

スピーチフェスティバル｣で２年生の玉木明音さんが堂々とし

たスピーチをおこないフェスティバル賞を受賞しました。
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残り7日間の生活を大切に
３年生の皆さん、卒業おめでとうございます。

先週、３年生にとって中学校最後のテストとなる学年末テスト

が行われました。朝、ノートを片手に頭の中で覚えた言葉を反復

するように口を動かしながら校門を通りすぎる生徒の姿が･････。

そんな姿を頼もしく、嬉しく眺めていました。

２月は逃げるように過ぎ去り、今日は３月３日。 今週からは

次々と”最後の授業”がやってきます。それぞれの教科でいろい

ろと教えていただいた先生方に｢有り難うございました！｣と感謝

の言葉を････気持ちを込めて。自分たちの教室で、みんなが集ま

り挨拶したり、授業を受けるのもいよいよ最後です。中身のある

生活をして欲しいと願っています。

中学校三年間と小学校六年間、合わせて九年間の義務教育を修

了するにあたり、皆さんが日々の努力を続けたことはもちろんで

すが、その背景には多くの人たちが、皆さんの成長を願い、温か

い援助の手を差し伸べてくださったおかげなのです。またこれか

らも長い人生の中で、多くの人と関わり、いろいろな人から恩恵

を受け、皆さんは成長してきました。どうか感謝の気持ちを忘れ

ずにして下さい。

私自身の人生を振り返って見ると、楽しかったことよりはむし

ろ苦しかったことの方が多かったように思います。でも、苦しか

ったことを乗り越えて残った思い出は、苦しかったという思い出

ではなく、楽しい思い出になっていました。悩んだり、迷ったり、

投げ出したくなったこと、我慢してやってきたことが、自分を強

くし、充実した結果をもたらしてくれたと感じています。

この先、君たちの人生には、楽なことばかりが待ち受けている

わけではありません。しかし、そこで負けずに立ち向かい、自分

の力で乗り越えてほしいのです。その時の苦労は君たちに充実し

た結果をもたらしてくれるだけでなく、周

囲への思いやりの心も育ててくれます。自

分の人生、どんなに苦しくとも自分の力で

歩んで下さい。ゆっくりとした歩みでも大

地にしっかりと足をつけた、着実な歩みで

あってほしいと願っています。

平成26年３月３日

尼崎市立塚口中学校

学校教育目標
集団の中で自らを律し

目標の実現に向け努力し
自らを高めようとする姿勢の育成


